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モニタリングサイト1000  2005年繁殖期調査 －速報－ 

 

 

モニタリングサイト１０００にご協力いただき，ありがとうございました．おかげさまで，図

１および表１に示したように，2005年の繁殖期には，74名の方にご協力いただき，1道1府32県の

合計69地点で調査を行なうことができました。記録された鳥類は131種にのぼりました。まだまだ

調査を開始したばかりではありますが，以下に調査により見えてきたことをまとめます。 

 

調査地の概要と調査状況 

調査地の環境を大きく森林と草原にわけると，森林が60か所，草原が9か所であった。調査地の

地勢は，森林では山岳が30か所，丘陵が24か所，平野３か所，盆地１か所，不明２か所，草原で

は山岳が２か所，丘陵が２か所，平野５か所であった。 

森林の調査地で多かった樹種は，スギ21か所，カシ・シイ・クスノキが15か所，アカマツなど

のマツ類およびコナラが各13か所，ヒノキ12か所であった。また，森林の調査地の樹高は，５～

10ｍが14か所，10～15ｍが23か所，15ｍ以上が８か所だった（表２）。 

コースの長さは１km，調査回数は６回としたが，一部，２～３kmも調査してしまい，調査回数

の少ない調査地もあった。 

図１．調査地の分布。番号は表１に対応。●が森林，○が草原の調査地を示す。 
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表1．調査地およびその環境。

No. 都道府県 コース名 コース番号 環境タイプ 地勢 確認種数 調査回数
1 北海道 貫気別川 100004 森林 山岳 27 6
2 北海道 白老町 100005 森林 平野 32 6
3 北海道 帯広市 100018 森林 平野 32 6
4 北海道 門別町豊郷 100019 森林 丘陵 20 6
5 北海道 旭野 100010 森林 丘陵 19 2
6 北海道 平和町芽生 100020 草原 丘陵 29 6
7 岩手県 豊沢 100034 森林 山岳 20 6
8 宮城県 大郷町 100035 草原 平野 23 6
9 宮城県 物見石山林道 100036 森林 丘陵 29 6
10 宮城県 蔵王硯石 100038 森林 山岳 23 6
11 宮城県 白石川 100040 草原 平野 28 6
12 山形県 大規模林道入り口 100048 森林 山岳 30 6
13 山形県 酒田北部 100049 森林 平野 23 6
14 山形県 上ノ畑 100050 森林 盆地 19 6
15 山形県 温海 100051 森林 丘陵 38 2
16 福島県 福島市 100054 森林 丘陵 24 6
17 茨城県 田野平山道 100059 森林 山岳 21 6
18 茨城県 茨城県民の森 100060 森林 丘陵 18 6
19 茨城県 北筑波登山道 100061 森林 山岳 18 6
20 茨城県 飯沼川左岸堤防 100062 草原 平野 22 6
21 栃木県 栗山村大笹青柳路 100064 森林 山岳 25 6
22 群馬県 黒保根村 100071 森林 丘陵 19 6
23 千葉県 麻綿原 100081 森林 丘陵 24 6
24 神奈川県 横浜自然観察の森 100246 森林 丘陵 19 6
25 新潟県 阿賀町（上川月山） 100090 森林 丘陵 33 6
26 富山県 美女平探鳥コース 100095 森林 山岳 27 6
27 石川県 別所岳 100098 森林 山岳 27 6
28 長野県 尾玉小鳥と緑化の散策路 100108 森林 丘陵 34 6
29 長野県 伊那駒場 100113 森林 山岳 22 6
30 長野県 志賀高原　自然観察路 100114 森林 山岳 24 6
31 長野県 木曽野上 100115 森林 山岳 22 6
32 岐阜県 下呂町 100118 森林 丘陵 18 6
33 岐阜県 ひるがの高原板橋地区 100120 草原 山岳 23 6
34 岐阜県 揖斐川舟付保護区 100121 草原 平野 23 6
35 静岡県 中山川流域 100125 森林 山岳 20 6
36 愛知県 新城市庭野 100129 森林 丘陵 30 6
37 愛知県 設楽町 100130 森林 30 6
38 愛知県 豊田市自然観察の森Bコース 100248 森林 丘陵 21 6
39 滋賀県 県立希望ヶ丘公園 100192 森林 丘陵 24 6
40 滋賀県 八日市市 100193 草原 平野 24 6
41 京都府 瑞穂町 100198 森林 山岳 18 6
42 奈良県 葛城山 100211 森林 丘陵 25 6
43 奈良県 室生村 100212 森林 山岳 29 6
44 和歌山県 古座川町下露 100218 森林 山岳 17 6
45 和歌山県 高津尾川 100220 森林 山岳 23 6
46 鳥取県 船上山 100132 森林 山岳 27 6
47 鳥取県 波関・俵原線 100133 森林 山岳 27 6
48 鳥取県 大山寺 100134 森林 山岳 32 6
49 島根県 八雲村 100135 森林 山岳 22 6
50 岡山県 有漢町 100142 森林 丘陵 29 6
51 岡山県 川上町 100143 森林 丘陵 22 6
52 広島県 七塚原 100147 草原 丘陵 20 6
53 広島県 野呂山西斜面 100150 森林 山岳 18 6
54 徳島県 三嶺 100159 草原 山岳 4 6
55 徳島県 箸蔵寺参道 100160 森林 山岳 31 6
56 香川県 志度 100161 森林 山岳 17 6
57 香川県 鹿庭 100163 森林 丘陵 19 6
58 香川県 讃岐豊浜（大野原、五郷、有木） 100164 森林 山岳 19 6
59 香川県 滝宮（高鉢山） 100165 森林 丘陵 20 6
60 香川県 寒霞渓 100247 森林 山岳 19 6
61 高知県 角茂谷 100172 森林 山岳 17 6
62 高知県 旭ヶ丘 100175 森林 丘陵 17 6
63 福岡県 古処山 100224 森林 山岳 18 6
64 佐賀県 大小野から大楮間林道 100227 森林 丘陵 21 6
65 熊本県 天君ダム上流コース 100233 森林 山岳 20 6
66 大分県 妙善坊 100237 森林 山岳 24 6
67 宮崎県 高房台登山道 100242 森林 丘陵 20 6
68 鹿児島県 姶良郡隼人町中福良 100243 森林 山岳 20 6
69 鹿児島県 原沢ノ後林道 100244 森林 丘陵 16 6
70 鹿児島県 猿ヶ城渓谷 100245 森林 山岳 17 6
71 沖縄県 辺戸～奥 100177 森林 丘陵 17 6
72 沖縄県 石垣市 100178 森林 13 6

地勢の空白の欄は未記入を表す。
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解析の方法 

各調査地の調査コース外を含めた種数（以下全種数），平均個体数の合計（以下平均個体数）

が地勢により異なっているかを明らかにするために，調査地数が多かった森林について丘陵と

山岳のあいだで比較した。 

優占種は，２通りの方法によって計算した。一つは平均個体数の多少に基づくもので，もう一

つは個体数は問わずセンサスにおける種の在不在に基づくものである。前者は，各調査地の平均

個体数の合計に対する各種の個体数の占める割合（優占度）を算出した。個体数は，調査コース

内に記録された幼鳥を含む結果を用いた。本来は幼鳥を抜いて解析するのが望ましいのだが，調

査方法の不徹底で成鳥と幼鳥を分離できないデータが多くあったので，今回はこのような解析方

法とした。各調査地における優占度の上位5種をもとに，全調査地および地方ごとにまとめ，種ご

とに出現回数を計算した。地方分けは，北海道，東北地方，関東地方，中部地方，近畿地方，中

国地方，四国地方，九州地方に分けたが，沖縄は調査地が２か所と少なかったので，今回は除外

した。 

センサス１回ごとの在不在を基にした出現率による優占種は，種ごとの出現調査回数を全調査

回数410回で割って100を掛けて算出した（以下出現率）。この場合。調査コース外も含めた全記

録数を用いた。地域ごとの出現率は，同様に地方ごとに種ごとに算出した。 

 

結果および考察 

1. 出現種・個体数 

表3に各種の道府県別（以下 県とする）の記録状況をまとめた。69地点で調査を実施した結果，

合計131種を記録した。森林が60か所と多くを占めたにもかかわらず，記録種にはサギ類やカモ

類，カモメ類など水辺性の種も記録された。また，記録された県は少なかったが，クマタカ，ハ

チクマ，オオタカ，ツミ，サシバ，ミサゴ，チョウゲンボウなどのタカ類も記録された。ただし

ラインセンサス法はタカ類を把握するのに適した方法ではないので，この結果はタカ類の分布を

表2．調査地（森林）における主要樹種と樹高

No. 樹種 調査地数 No. 樹高 調査地数

1 スギ 21 1 2～5m 1

2 カシ・シイ・クスノキ 15 2 5～10m 14

3 マツ類 13 3 10～15m 23

4 コナラ 13 4 15m以上 8

5 ヒノキ 12

6 クヌギ 7

7 ミズナラ 7

8 タケ 6

9 ブナ 5

10 カエデ類 5

11 サクラ類 5

12 カラマツ 4

13 他 44

主要樹種は、主要樹種3種（一部4種）に出現した調査地の数で表されている。
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●
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●
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●

●
●
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●
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
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●
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岩
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県
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県
山
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県
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島

県
茨
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県
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木

県
群
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県
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葉

県
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川

県
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潟
県
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県
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県
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県
岐
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岡

県
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
●

●
●

●
●

●
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●
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●
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ラ
8

●
●

●
●

●
●
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ガ
ラ
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
104

ヤ
マ
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ラ
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
105

シ
ジ
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ウ

カ
ラ
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

106
ゴ
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ウ
カ

ラ
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●
●

●
●

●
●

●
107

キ
バ
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1
●

108
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ロ
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

109
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ロ
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●
●

●
●

●
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●
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●
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●
●

113
ア

オ
ジ

6
●

●
●
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●

●
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●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

116
マ

ヒ
ワ
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117

ベ
ニ
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シ

コ
1

●
118

ウ
ソ

1
●
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イ

カ
ル
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
120

シ
メ

2
●

●
121

ニ
ュ

ウ
ナ

イ
ス

ズ
メ

1
●

122
ス
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14
●

●
●

●
●

●
●

●
●

123
コ
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ク

ド
リ

3
●

●
●

124
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ク
ド
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8

●
●

●
●

●
●

125
カ
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ス
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
126

ホ
シ

ガ
ラ

ス
1

●
127

ハ
シ

ボ
ソ

ガ
ラ

ス
22

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

128
ハ

シ
ブ

ト
ガ

ラ
ス
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●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
129

コ
ジ

ュ
ケ

イ
17

●
●

●
●

●
●

130
ガ

ビ
チ

ョ
ウ

2
●

131
ソ

ウ
シ

チ
ョ
ウ

5
●

●

記
録

種
は

調
査

コ
ー

ス
外

に
記

録
さ

れ
た

種
も
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た
。
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●
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●
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●
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●

●
●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●

●
●

●
●

●
●

●
●
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●
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正しく表したものではないだろう。記録された県が多い種の上位10種をみると，シジュウカラ

は34県すべてで記録され，次いでコゲラとウグイス，ヤマガラが各33県，キジバト，ハシブ

トガラスが各32県，ヒヨドリ31県，ホトトギス30県，キビタキとオオルリ各29県の順であっ

た。これらの種は日本に広く分布している種と考えて良いだろう。また，コジュケイ，ガビ

チョウ，ソウシチョウの外国産鳥類も記録された。ガビチョウは近年日本での生息分布を拡

張していることが知られているが，本調査では宮城県と大分県の２県のみで記録されたに過

ぎなかった。 

記録された種の調査地数を表４に示した。80％以上の調査地で記録された種は，ウグイス，

キジバト，ヒヨドリ，シジュウカラ，ハシブトガラス，ホオジロの６種であった。さらに50％

以上では，これら６種にコゲラ，ヤマガラ，オオルリ，ホトトギス，キビタキ，ヤブサメな

ど14種が加わった。これらの種は県別の集計であがった種とほぼ一致しており，日本の森林

に広く分布している種と考えて良いだろう。 

表5-1と5-2に全調査地における種数，平均個体数の合計を森林と草原に分けて示した。森

林では，コース外を含めた全記録種数（以下全種数）は13～38種，調査コース内のみでは11

～35種であった。最も記録種数が多かったのは山形県温海の38種，次いで長野県尾玉小鳥と

緑化の散策路34種，新潟県阿賀町33種，北海道帯広市と鳥取県大山寺が各32種，北海道白老

町と徳島県箸蔵寺参道が各31種だった。総種数上位10か所における調査地の地勢は，山岳が

３か所，丘陵４か所，平野２か所，不明１か所であった。平野は３か所の調査地のうち２か

所が上位10か所に入っていた。両方とも北海道の平地林であり，平地林が種数の多いところ

なのかそれとも北海道の特性なのかは現時点ではいえない。今後の調査で平地のデータが集

まってくればそのあたりのことが明らかになるだろう。 

センサスコース内の合計個体数は7.83羽から98.33羽であった。個体数が最も多かったの

は，沖縄県辺戸～奥で98.33羽，次いで岡山県有漢町が75.67羽，山形県温海72.00羽，石川県

別所岳68.83羽だった。地勢別では，山岳が３か所，丘陵が6か所，平野１か所で，調査地点

数では山岳より少ない丘陵に分類される調査地が多くを占めた。逆に記録個体数が少なかっ

た調査地は，岐阜県下呂町が7.83羽，群馬県黒保根村が8.67羽，高知県各茂谷9.17羽，鹿児

島県原沢ノ後林道9.50羽で，地勢でみると丘陵3か所，山岳１か所あり，やはり丘陵が多かっ

た。 

調査地の地勢と記録された全種数および合計個体数との関係とみると，山岳では平均

23.86種，個体数平均28.84羽，丘陵では平均23.17種，個体数平均37.24羽で，それぞれ明確

表４．記録種とその出現調査地数．上位20種を示した．

No. 種 出現調査地数 ％ No. 種 出現調査地数 ％

1 ウグイス 63 91.3 11 キビタキ 44 63.8
2 キジバト 62 89.9 12 ヤブサメ 41 59.4
3 ヒヨドリ 62 89.9 13 メジロ 40 58.0
4 シジュウカラ 60 87.0 14 カワラヒワ 40 58.0
5 ハシブトガラス 60 87.0 15 ハシボソガラス 39 56.5
6 ホオジロ 56 81.2 16 エナガ 37 53.6
7 コゲラ 52 75.4 17 カケス 37 53.6
8 ヤマガラ 52 75.4 18 アオゲラ 36 52.2
9 ホトトギス 47 68.1 19 ツツドリ 35 50.7
10 オオルリ 47 68.1 20 イカル 29 42.0
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表5-1．各調査地（森林）における地勢、記録種数、記録個体数一覧

No. 都道府県
調査地コー

ド
調査地 地勢 総種数

コース範囲
内種数

平均個体数
の合計

1 北海道 100004 貫気別川 山岳 27 27 39.67
2 北海道 100005 白老町 平野 31 31 26.50
3 北海道 100018 帯広市 平野 32 26 62.67
4 北海道 100019 門別町豊郷 丘陵 20 17 15.00
5 岩手県 100034 豊沢 山岳 20 20 17.17
6 宮城県 100036 物見石山林道 丘陵 29 20 22.17
7 宮城県 100038 蔵王硯石 山岳 23 19 15.17
8 山形県 100048 大規模林道入り口 山岳 30 28 27.50
9 山形県 100049 酒田北部 平野 23 23 46.67
10 山形県 100050 上ノ畑 盆地 19 19 21.83
11 山形県 100051 温海 丘陵 38 35 72.00
12 福島県 100054 福島市 丘陵 24 24 28.67
13 茨城県 100059 田野平山道 山岳 21 20 32.33
14 茨城県 100060 茨城県民の森 丘陵 18 17 39.67
15 栃木県 100064 栗山村大笹青柳路 山岳 25 20 19.50
16 群馬県 100071 黒保根村 丘陵 19 16 8.67
17 千葉県 100081 麻綿原 丘陵 24 19 63.17
18 神奈川県 100084 横浜自然観察の森 丘陵 19 19 49.33
19 新潟県 100090 阿賀町（上川月山） 丘陵 33 23 22.33
20 富山県 100095 美女平探鳥コース 山岳 27 27 34.67
21 石川県 100098 別所岳 山岳 27 25 68.83
22 長野県 100108 尾玉小鳥と緑化の散策路 丘陵 34 33 61.50
23 長野県 100113 伊那駒場 山岳 22 20 17.67
24 長野県 100114 志賀高原　自然観察路 山岳 24 24 20.33
25 長野県 100115 木曽野上 山岳 22 20 22.33
26 岐阜県 100118 210-065 丘陵 18 16 7.83
27 静岡県 100125 中山川流域 山岳 20 20 22.50
28 愛知県 100129 新城市庭野 丘陵 30 30 57.33
29 愛知県 100130 設楽町 不明 30 28 32.00
30 愛知県 100248 豊田市自然観察の森Bコース 丘陵 20 18 29.00
31 滋賀県 100192 県立希望ヶ丘公園 丘陵 24 23 50.17
32 京都府 100198 瑞穂町 山岳 18 17 19.50
33 奈良県 100211 葛城山 丘陵 25 18 20.00
34 奈良県 100212 室生村 山岳 29 23 34.50
35 和歌山県 100218 古座川町下露 山岳 17 15 36.00
36 和歌山県 100220 高津尾川 山岳 23 23 55.67
37 鳥取県 100132 船上山 山岳 27 18 23.00
38 鳥取県 100133 波関・俵原線 山岳 27 20 14.67
39 鳥取県 100134 大山寺 山岳 32 27 32.33
40 島根県 100135 八雲村 山岳 22 20 19.00
41 岡山県 100142 有漢町 丘陵 29 28 75.67
42 岡山県 100143 川上町 丘陵 22 22 30.00
43 広島県 100150 野呂山西斜面 山岳 18 17 33.33
44 徳島県 100160 箸蔵寺参道 山岳 31 27 67.50
45 香川県 100161 志度 山岳 17 11 18.67
46 香川県 100162 寒霞渓 山岳 19 19 57.17
47 香川県 100163 鹿庭 丘陵 19 19 13.17
48 香川県 100164 讃岐豊浜（大野原、五郷、有 山岳 18 16 25.00
49 香川県 100165 滝宮（高鉢山） 丘陵 20 20 43.33
50 高知県 100172 角茂谷 山岳 17 15 9.17
51 高知県 100175 旭ヶ丘 丘陵 17 17 19.17
52 福岡県 100224 古処山 山岳 18 18 24.33
53 佐賀県 100227 大小野から大楮間林道 丘陵 21 19 23.83
54 大分県 100237 妙善坊 山岳 24 23 36.00
55 宮崎県 100242 高房台登山道 丘陵 20 20 34.00
56 鹿児島県 100243 姶良郡隼人町中福良 山岳 20 15 16.00
57 鹿児島県 100244 原沢ノ後林道 丘陵 16 16 9.50
58 鹿児島県 100245 猿ヶ城渓谷 山岳 17 15 15.83
59 沖縄県 100177 辺戸～奥 丘陵 17 17 98.33
60 沖縄県 100178 石垣市 不明 13 13 44.17

塗りつぶされている部分は、上位10地点を表す。
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な違いはなかった（Mann-WhitneyのU検定，種数：U=358.5，P=0.9791，個体数：U=416，

P=0.3296）。 

草原での調査は，９か所で実施され，総種数４～29種，コース内種数４～23種，個体数7.33

～74.17羽を記録した。総種数が多かったのは，北海道平和芽生29種（丘陵），宮城県白石川

28種（平野），広島県七塚原24種（平野）であった。個体数では茨城県飯沼川左岸堤防が最

も多く74.17羽，滋賀県八日市市が71.67羽，岐阜県揖斐川舟付保護区68.67羽，宮城県大郷町

が56.00羽ですべて平野の河川沿いの調査地であった。 

 
2. 優占種 

全調査地の優占種をみてみると，各調査地の上位5種に含まれる種は合計50種であった（表

６）。このうち出現回数が多かった上位10種は，ヒヨドリ43回，ウグイス37回，シジュウカ

ラ28回，ホオジロ24回，ヤマガラ21回，メジロ20回，オオルリ16回，キビタキとカワラヒワ

が各13回であった。一方，カワウやズアカアオバトなど17種は１回のみであった。 

地方別の優占種をみてみると（表７），すべての地方でヒヨドリとウグイスは上位５位に

含まれ，シジュウカラは近畿地方を除く７地方で上位種に含まれていた。地域によって加わ

る種や順位は多少異なっていたが，シジュウカラ，ホオジロ，ヤマガラ，メジロが多くの地

域で出現し日本の森林の主要種と考えられた。北海道は，他の地域と著しく異なりアオジと

センダイムシクイが上位に位置した。また，中部地方もほかとやや異なり，キビタキ，オオ

ルリ，ヒガラ，カケスが上位に位置した。関東地方ではハシブトガラスとスズメが上位５種

に含まれていた。 

調査地数の多かった森林を山岳と丘陵に分けて，同様に優占種上位種を比較した（表８）。

表6．各調査地の優占度上位5種による出現調査地数．上位20種を示した．

No. 種名 調査地数 No. 種名 調査地数
1 ヒヨドリ 43 11 エナガ 11
2 ウグイス 37 12 スズメ 11
3 シジュウカラ 28 13 ヒガラ 10
4 ホオジロ 24 14 ツバメ 8
5 ヤマガラ 21 15 キジバト 7
6 メジロ 20 16 ハシブトガラス 7
7 オオルリ 16 17 ハシボソガラス 6
8 カワラヒワ 13 18 センダイムシクイ 5
9 キビタキ 13 19 カケス 5
10 コゲラ 11 20 キセキレイ 4

表5-2．調査地（草原）における地勢、記録種数、記録個体数一覧

No. 都道府県
調査地コー

ド
調査地 地勢 総種数

コース範囲
内種数

平均個体数
の合計

1 北海道 100020 平和町芽生 丘陵 29 19 19.33

2 宮城県 100035 大郷町 平野 23 22 56.00

3 宮城県 100040 白石川 平野 28 22 42.17

4 茨城県 100062 飯沼川左岸堤防 平野 23 20 74.17

5 岐阜県 100121 揖斐川舟付保護区 平野 23 23 68.67

6 岐阜県 100120 ひるがの高原板橋地区 山岳 23 15 24.17

7 滋賀県 100193 八日市市 平野 24 21 71.67

8 広島県 100147 七塚原 丘陵 20 19 20.83

9 徳島県 100159 三嶺 山岳 4 4 7.33

塗りつぶされている部分は、上位3地点を表す。
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両地勢ともヒヨドリとウグイスの出現回数が著しく多いが，出現種に大きな違いはなかっ

た。しかし，山岳ではオオルリとヒガラが上位に含まれたが，丘陵ではメジロやスズメ，ハ

シボソガラス，ハシブトガラスが上位に含まれた。 

 
3. 出現率 

全調査地を対象とした全調査回数に対する各種の出現率をみてみると，上位10種はヒヨド

リ79.5％，ウグイス75.9％，シジュウカラ64.4％，ホオジロ60.7％，ヤマガラ49.5％，キジ

バト47.8％，キビタキ47.6％，オオルリ45.1％，コゲラ44.6％，ハシブトガラス44.1％の順

であった（表９）。逆に，出現率が１％未満の種が39種いた。このうち，サギ類やカモメ類

などの水辺性の種が13種，タカ類が５種，森林性または疎林林縁性の種が11種，夜行性の種

が３種，空中採食性の種が１種，冬鳥３種，草原性の種が３種，旅鳥１種であった。さらに，

森林性または疎林林縁性の種のうち，ヤマゲラ，コアカゲラ，アリスイの3種は北海道で繁殖

表8．各調査地の優占度上位5種による地勢別の上位出現回数

No. 種名 出現回数 No. 種名 出現回数
1 ウグイス 22 1 ヒヨドリ 21
2 ヒヨドリ 20 2 ウグイス 13
3 シジュウカラ 14 3 メジロ 12
4 ヤマガラ 12 4 ホオジロ 11
5 オオルリ 11 5 シジュウカラ 10
6 ホオジロ 11 6 ヤマガラ 10
7 ヒガラ 9 7 エナガ 6
8 キビタキ 8 8 スズメ 6
9 メジロ 7 9 ハシボソガラス 6
10 エナガ 5 10 コゲラ 5
10 カワラヒワ 5 10 キビタキ 5

10 カワラヒワ 5
10 ハシブトガラス 5

丘　陵山　岳

表7．各調査地における優占度上位5種の地方別出現回数

No. 種 出現回数 No. 種 出現回数 No. 種 出現回数
北海道（調査地数：5） 中部地方（調査地数：14） 中国地方（調査地数：8）

1 アオジ 5 1 ヒヨドリ 7 1 ヒヨドリ 5
2 ヒヨドリ 3 2 オオルリ 5 2 ウグイス 5
3 センダイムシクイ 3 3 キビタキ 5 3 ホオジロ 5
4 ウグイス 2 4 ヒガラ 5 4 ツバメ 4
5 シジュウカラ 2 5 ウグイス 4 5 シジュウカラ 3
5 カワラヒワ 2 5 ヤマガラ 4 5 ヤマガラ 3

東北地方（調査地数：10） 5 シジュウカラ 4 5 ヒガラ 3
1 ヒヨドリ 5 5 スズメ 4 5 ハシボソガラス 3
2 ホオジロ 5 5 カケス 4 四国地方（調査地数：9）
3 シジュウカラ 4 近畿地方（調査地数：7） 1 ヒヨドリ 8
4 スズメ 4 1 ヒヨドリ 6 2 ウグイス 6
5 ウグイス 3 2 ウグイス 6 3 エナガ 4
5 メジロ 3 3 ホオジロ 4 4 キビタキ 4

関東地方（調査地数：7） 4 メジロ 4 5 ヤマガラ 4
1 ウグイス 5 5 オオルリ 3 5 ホオジロ 4
2 ヒヨドリ 4 九州地方（調査地数：7）
3 メジロ 4 1 ウグイス 6
4 ハシブトガラス 4 2 ヒヨドリ 5
5 シジュウカラ 3 3 ヤマガラ 5
5 スズメ 3 4 ホオジロ 5

5 シジュウカラ 4
5 カワラヒワ 3
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する種であった。 

地方別の出現率上位10種に出現する種は，合計23種で各地方の出現種は共通することが多

かった（表10）。特に，ウグイスとヒヨドリが１，２位を占める地方は８地方中４地方で，

３位までに含まれる地方は６地方であった。近畿地方ではウグイスの出現率は100％で，実施

したすべてのセンサスで記録された。さらに，ヒヨドリの出現率は97.6％と他の地方の出現

率より高かった。北海道は他の地方と著しく異なり，アオジ，センダイムシクイ，ツツドリ

が上位に位置した。東北地方，関東地方，中国地方，九州地方では，シジュウカラ，ホオジ

ロが上位に位置した。また，九州地方ではカケスとアオゲラが上位５種に含まれた。中部地

方では，キビタキ，オオルリが，四国ではキビタキがそれぞれ上位に位置した。 

表9．全調査回数に対する出現率．上位20種を示した．

No. 種名 出現回数 出現率 No. 種名 出現回数 出現率
1 ヒヨドリ 326 79.5 11 メジロ 160 39.0
2 ウグイス 311 75.9 12 ホトトギス 158 38.5
3 シジュウカラ 264 64.4 13 カワラヒワ 142 34.6
4 ホオジロ 249 60.7 14 ヤブサメ 140 34.1
5 ヤマガラ 203 49.5 15 ハシボソガラス 117 28.5
6 キジバト 196 47.8 16 ツツドリ 105 25.6
7 キビタキ 195 47.6 17 クロツグミ 100 24.4
8 オオルリ 185 45.1 18 カケス 97 23.7
9 コゲラ 183 44.6 19 ヒガラ 96 23.4
10 ハシブトガラス 181 44.1 20 スズメ 93 22.7

表10．全調査回数に対する出現率の地方別上位種
No. 種 出現率 No. 種 出現率 No. 種 出現率
北海道（調査地数：5） 中部地方（調査地数：14） 四国地方（調査地数：9）

1 アオジ 93.3 1 ウグイス 78.6 1 ヒヨドリ 88.9
2 ヒヨドリ 86.7 2 ヒヨドリ 66.7 2 キビタキ 75.9
3 センダイムシクイ 80.0 3 キビタキ 60.7 3 ウグイス 70.4
4 ツツドリ 80.0 4 オオルリ 58.3 4 ホオジロ 66.7
5 キビタキ 66.7 5 シジュウカラ 58.3 5 メジロ 63.0
6 シジュウカラ 66.7 6 ヤマガラ 54.8 6 ヤマガラ 59.3
7 キジバト 63.3 7 コゲラ 50.0 7 ヤブサメ 50.0
8 カワラヒワ 56.7 8 ホオジロ 50.0 8 シジュウカラ 50.0
9 ハシボソガラス 56.7 9 キジバト 48.8 9 オオルリ 44.4
10 ハシブトガラス 56.7 10 ヒガラ 48.8 10 カワラヒワ 44.4

東北地方（調査地数：10） 近畿地方（調査地数：7） 九州地方（調査地数：7）
1 ヒヨドリ 78.0 1 ウグイス 100.0 1 ヤマガラ 92.9
2 ウグイス 78.0 2 ヒヨドリ 97.6 2 ウグイス 83.3
3 シジュウカラ 72.0 3 ホオジロ 88.1 3 シジュウカラ 83.3
4 ホオジロ 62.0 4 ハシブトガラス 61.9 4 ホオジロ 83.3
5 スズメ 46.0 5 コゲラ 59.5 5 ヒヨドリ 81.0
6 キジバト 44.0 6 ヤブサメ 59.5 6 キジバト 66.7
7 ツツドリ 44.0 7 ヤマガラ 59.5 7 コゲラ 57.1
8 ホトトギス 42.0 8 オオルリ 57.1 8 ハシブトガラス 57.1
9 ツバメ 42.0 9 キジバト 50.0 9 カケス 54.8
10 オオルリ 42.0 10 カワラヒワ 45.2 10 アオゲラ 52.4

関東地方（調査地数：7） 中国地方（調査地数：8）
1 ヒヨドリ 73.8 1 ウグイス 85.4
2 シジュウカラ 73.8 2 ヒヨドリ 81.3
3 ウグイス 71.4 3 ホオジロ 75.0
4 メジロ 64.3 4 シジュウカラ 72.9
5 ホオジロ 57.1 5 ホトトギス 68.8
6 ハシブトガラス 57.1 6 キビタキ 56.3
7 キジバト 50.0 7 コゲラ 54.2
8 コゲラ 50.0 8 ヤマガラ 54.2
9 ホトトギス 45.2 9 カワラヒワ 54.2
10 ヤブサメ 38.1 10 オオルリ 50.0

沖縄地方は調査地が2か所と少なかったので除外した。
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総合考察 

福井ほか（2005）は日本野鳥の会が実施した「鳥の生息環境モニタリング調査」の結果から，

種の在不在をもとに，日本における鳥類群集の類型化を行なっている。それによると，出現頻度

でみた日本の森林の普通種はシジュウカラ，ウグイス，コゲラの３種で準普通種としてヒヨドリ，

ハシブトガラス，メジロ，エナガ，ヤマガラ，キジバト，カワラヒワの７種を挙げている。本調

査では，個体数に基づいた優占種および福井ほか（2005）と同様にセンサスあたりの在不在に基

づいた出現率から得られた優占種は，ヒヨドリ，ウグイス，シジュウカラ，ヤマガラ，ホオジロ

で福井ほか（2005）とほぼ同じ結果が得られた。ただし，本調査では，ヒヨドリの出現頻度が高

い一方，コゲラやハシブトガラスの出現頻度が低く，さらにキビタキやオオルリの夏鳥が出現種

の上位に含まれていた。こうした，出現率上位に位置する種の違いは，出現率の元になった調査

地数や調査地の環境，調査回数などの違いが原因と考えられる。福井ほか（2005）で使用した調

査では，調査回数が３回と少ないものも多く，６回実施した場合でも，同じ日に調査しているの

で，生息しているにもかかわらず，記録されない種がいたのかもしれない。また，本調査の森林

の調査地では，平野の調査地が少ないため，ハシブトガラスの出現頻度が低かった可能性もある。 

本調査で得られた結果を用いて地域的な優占種を比較したが，地方により多少の違いは認めら

れたが，北海道を除くと今回あまりはっきりした違いは得られていない。これは，福井ほか（2005）

が指摘するように，鳥類群集の種構成は標高や森林構成などに深く関わっており，単に地域的な

まとまりを反映していないためと考えられる。一方，北海道の優占種は，アオジやセンダイムシ

クイが上位に位置し，ほかの地域と明らかに異なっていることがわかった。こうした傾向は，福

井ほか（2005）の出現頻度と同じであった。 

また，福井ほか（2005）は，日本の鳥類相の類型化とそれを代表する優占種の構成が，種の在

不在を用いて得られた結果と個体数を基にした優占度に基づく結果とで，多少異なっていること

を示唆した。本調査では，在不在による出現率と優占度を基にしたものの両方で，優占種上位種

を算出した。両算出方法の違いによる上位に出現する種の構成は，全体的に違いはなく，全国を

対象とした場合には上位５種まで同じであった。しかし，それ以降では多少異なっていた。６位

から10位の出現種をみてみると，優占度に基づく方ではメジロとカワラヒワが入り，出現率に基

づく方ではキジバトとハシブトガラスが入っていた。こうした違いは，出現率ではその順位に個

体数の多さが加味されないために，種によっては個体数の多少によって両者で違いが出てくるも

のと考えられる。 

ところで，植田・平野（2005）は，近年日本ではシジュウカラやヤマガラ，キビタキの分布が

拡大していることを報告した。本調査でも，前述のようにこれら３種は優占種の上位に位置して

いた。こうした優占度の高さは，日本におけるこれら3種の分布拡大によるものなのかもしれな

い。 

一方，本調査で得られた記録種の中には，優占度や出現率の高い種ばかりでなく，著しく低い

種があった。それらのうち，水辺性の種や草原性の種，フクロウ類のように夜間に活動する種，

タカ類の出現頻度が低いのは，今回の調査地の環境の大部分が森林であること，日中の調査であ

ること，ラインセンサス法を用いたことによる。一方，森林性の種であるにもかかわらず，コマ

ドリ，キバシリ，キクイタダキ，マミジロ，ウソ，ノジコ，オオアカゲラ，チゴモズ，ルリビタ

キの出現頻度が著しく低かった。これらの種のほんどは本州中部以北の山岳の森林に生息する種

である。そのため，ただ単に，本調査で実施した調査地に生息環境が含まれないために記録され
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る頻度が少なかったともいえる。実際，調査地の植物をみると，コメツガやオオシラビソ，ウラ

ジロモミなどの亜高山の森林を代表する樹種が著しく少なかった。しかし，一方でこれらの種は，

生息環境の環境選択の幅が狭く，元々日本における生息個体数が少ない種であると言えよう。し

たがって，環境の改変などで影響を受けると急速に個体数や生息域が減少する可能性があり，今

後継続的に監視していく必要がある。そのためにも，山地帯や亜高山地帯の森林での調査地を増

やす必要があろう。 

近年，日本における夏鳥の減少が報告されている。本調査でも，多くの夏鳥が記録され，オオ

ルリやキビタキ，ホトトギスのように全国的な優占種の上位に位置する種もいた。また，減少が

著しいとされているサンショウクイ，サンコウチョウ，アカショウビンの記録地は，サンショウ

クイとサンコウチョウが各17か所，アカショウビンが14か所，出現率では，全調査回数の15.4％，

10.7％，7.8％であり，前述のコマドリやキクイタダキなどの山岳種より上位に位置していた。こ

れらの種は，平野部から山地の森林と幅広く生息しているため，今回の調査地がその生息環境を

多く含んでいたためと考えられる。一方，チゴモズは１か所のみ，アカモズはまったく記録され

ておらず，本調査の結果はこれらの種の著しい減少を示唆していると思われる。 

さらに詳しい生息状況の現状やその変化，地域的な鳥類相と環境とのかかわりについて明らか

にするには，さまざまな地勢，標高，地域で多くの調査を継続的に実施する必要がある。 
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